Z2 11@⑨ 2022.9 2023.2 G③ の ⑨ 


SUN&SUN 
2 
全 コ ー ス 洲 乗 員 付き 3 


辻 病 24 


山 粧 う 彩 の 秋 心 和む 秘 湯 の 旅 へ 


ff で 画 ・ 実 放 : 株 式 全社 JTB ガイ アレ ツ ひ 


% ち うめ グ 2, 
1 時 の aso と り の 旅 二 


ーー ニー ニー ニー ンー 
4 ツア ー 参 加 で 日 本 秘 湯 を 守る 会 
スタ ンプ 押 EI で きる の は JTB ガ イア レツ の だ け ! 
ツア ー ス タン プ の 押印 に つい て 


全国 170 件 余 の 同 会 加 癌 鶴 に 欠 泊 の み 振 印 し ます 
3 年 以内 に 10 個 集め た 宿 か ら 1 泊 料 拓 待 - 
※ 人 社 ツア ー で の 押印 は で きま せん 。( る る ぶ ト ラベ ル を 除く ) 


滅 乗員 同行 お ひと り 様 で パス 席 2 席 利 用 早め の ご 予約 が お 得 ! 


Crygl 
池下 さん が と 


他 の 宮中 と は 人 用 で きま せん 


用 ポー 各行 を 昧 ぐ 二 が あり ます 


パン フレ ッ ト ご 放 評 し ます 


@ 当 本 の 訪問 の 空間 を 可能 
参り ま 


が 健 れ な い お 客 柱 、 発 須 や い 
きま す よ うお 奈 い いた し ます 。 
お 客 様 に は 、 ご 不便 を お か けい た し ます が 、? 
申し 上 げ ます 


2 訂 計 欄 昌和 50 衝 、 員 の 温 泉 補 33 軒 で 発足 発起 人 : 牙 岩木 


日 本 秘 湯 を 守る 会 と は ・… 


、 時 代 か ら 取 り 残 され た よう な 砂 境 山里 の 湯 泉 宿 で 、 パ ス も 入れ ず 、 秋 会 場 も 無い 

は 、 提 携 を 求め た 様々 な 旅行 会 社 か ら 、 全 て 相手 に きれ ませ ん で し 

し 他 べ て きた の が 明日 旅 行人 (上 間 昌行 の 前 身 、 現 TB が ガイ アレ ッ ク 「 秒 湯 の 旅 ) 

本 者 た ちの や ろう と し て いる こと は 表面 的 前 光 だ . 人 は 何 の た め 
せん 。 

間 K ん H、 「 科 揚 」 と いう 拍 語 を 生み 出し 、 そ れ を 私 た ち に 与え て くれ まし た 。「 旅 信 の 心 に 湊 

う 秘 則 は ひと な り 」 の 理念 を 掲げ て 、 昭 和 50 征 4 月 日 本 本 湯 を 守る 会 は 計 生 し まし 

以来 、 私 た ちと 則 昌 旅行 は 、 旅 本質 や 人 間 性 を 求め る 旅 を 道 求 し 続 け まし 

湯 プ ー ム と 言わ れ て 久しい で す が 、 ら ずれ どう な る か 分 か り ま せん . で も 旅 を し 

間 回 放 、 自 然 回 属 の よう な も の は 不 変 で す 。 そ ん な 人 々 を 心 で 応え る よう が | 

う の ゃ 、 今 で も 論 わ ら な いこ と で す 。 

時 代 は 変わ っ て も 、 岩 木 きん の 残し た 言葉 は 色 家 せ る こと は あり ませ ん 。 

「 放 人 の 心 に 添 う 秘 意 は ひと た り 」 


玉 晶 旅行 会 出 楽 者 ) 


あり た いと いら 


秘 湯 の 宿 に 泊まる ツア ー を 
下記 の カテ ゴリ ー で ご 用 意 いた し まし た 


| 第 2 税 洲 めぐ の 


秒 湯 の 尊 の 多 ぐ は 個人 で は 訪ね る の が 相 如 な 
ツア ー で は | 日本 秘 混 を 寺 る 会 | 吉昭 人 人 を 中 
自 押 才 に 巧 まれ た 、 温 の 万 に ご 滴 足 いた 


で | くり と その 
に せり か くだ 


他 に も ツア ー が ご ざい ます ! 
か ら も 資料 請 求 い た だ け ます 。 


名 宮 - 名 ホテ ル や 苗 * 玩 めぐ 宮地 の 
名 人 行 な ど 、 本 物 に 角 れ る [テー マ 放 | 


了 訟 RC 


誠 も 安心 、 ゆ と り の 山 号 スタ イル を 条 
所 | 日本 所 ガイ ド と 号 山 スタ ッ フ が | 
全 で ゆとり ある 山 旅 へ ご 宗 和 し ます 
[得る 人 | に ま 

る コー ス も ご ざい ます 
コース は 75 店 まで ご OK 


お 正月 の 旅 
最果て 3 の 田 か ら あっ た か 走 の 香 ま で 
ゆっ た り 運 当 / グ リー ン 中 利用 / 温泉 で 
ゆっくり お ひと け 本 下 々 な ツア ー 
を ご 用意 し て いま す 。 
[上 本科 洒 を 守る 基 記 に 泊まる コー 
ス も ご ざい ます 


お 月 も で ゆっ くり 記 ど し ませ ん か か に 
マラ レッ ト W ィ メー で :Bo シ ラット mWZH RE リキ 


往 争 ろ 何 江 め ぐり 


ab コリ 
便 請 第 肖 と 直 衣 提 
逢 3 齋 拭 と ニャ コ 弄 | 表明 上 ルト 
肌 縛 誠 . ま いづ る や 箇月 ・ 
和博 当館 
EEE の 
机上 と 各課 ロ ッ 2 ウッ ド - お テル M&A 人 oee7 
天 / 半 長け 9 と 列 | 朱 . 軸 | 較 誠 と 
北東 と 会 和泉 1 
測 和 . 温 どの 半 と 人 泉 .% 
上 没 と 高 - 化 ハイ ラ 
間 地 . 相 と 栓 お . 人 傍 ひめ えま た … 
計り 混 つ る や と - 康 - 刀 あす 52 下 
" 則 康 に し や ま 呈 と 刺 . 上 
プリ ンス ホテ ル と 当時 
感 " 珠 と 部 湯 貢 主 ・ 
事 琶 拉 電 みた と 前 和 泉 
培 康 と ZI 泉 居 王 
第 糸 あ づま や と † 汗 | 朱 ホテ) 
旨 情意 泉 と 県 -1 剛 生 


宙 18 多 光 で 和 な | 


軸 に 2 


お と の お し あう で ッ 
アー ワ 細 (上 か 
は か 


"Sr eeew し 4+。| 


90BWW ま で の ご 和 で 
00 きせ で いた だ きま す 、 
We な いっ ー ス (あり ます 


ごと な り ます 


Ps の と て すのこ よ りり 天 た るる 、 了 か が です 、 の お 、「 る 1 と 下さ れ ま ナ が (本 で ロ ご 宮 よ な り 本 


er 


1 の 有人 仙 振ら 1 は 


BAEABAJO 
SGEASAJO 


@ ゆ 図 


や 
丸 駒 温泉 旅館 展 思 露 天風 呂 ゆ 

支 靖 の 大 自然 を 、 温 に 浸かり ね が ら 晩 め る こと が で 
きま す 。 衝 節 ご と に 変わ る 景観 と と も に 、 支 坊 り 自然 
上 る 、 ダイ ナミ ッ ク な 電 み の ひと 時 を の ご 
し くだ さい 。 


温泉 情報 は P5 上 を ご 覧 くだ さい 。 


4 
温泉 情報 は P5 上 を ご 覧 くだ さい 。 


7 上尾 人 人 

の 間 ( 必 人 叶 ナトリウム ー 
ET 

3 相 人 ば ん 上 性 . 人 所 ) 

信和 け トリ 2 ムカ カシ ウム 

(トリ ウム カル シウム マグ ネ シ ウ ムー 
者 人 導 ) 

六 160 人 和広 さ 1500 革 の 大 潤 5 竹下 質 を 楽し め る 「 肖 泉 天 

一 六 本 時 軍 の 「 學 家 乱 も あり 、 休 の 外 か ら 内 か ら 全 の 湯 

を ご 玉 能 くだ さい 、 全 最大 の 肖 、 提 火 - 虹 后 と 対生 する 

時 9 ロ ケー ショ ン 


朝 ビ ュー の 
者 室 を ご 用 


朱 使用 評 /500 な / 分 
温度 /4753 度 

名 示 名 有 ・ 選 の 有無 / 加 氷 ・ 加 骨 な し 
肛 軸 ナトリウム ・ カ ル シ ウム 、 化 物 
央 水素 

利用 形態 / 洒 か け 衝 し 

六 内 5・ 時 天 浴 4 

3 則 か ら 村 下り 下 先 に 、 全国 で も 20 か し か な いと いわ れる 、 
導出 泊り の 天 生 湿 志 が あり ます 。 導 場 と 当 を 泊 電 で 隔て 

野 需 あ ぶれ る 次 り は 、 人 当時 か ら 変わ を 守り 衝 け て いま す 。 滞 は 、 
天池 と 同じ 、 反 和 洋 の 深 も 、 生 秀 に よっ て 上 下す る 、 壇 
光り 人 と じ 。 邊 然 まかせ の と の 峰 信 が 、 和 と 呼ば れる ゆえ ん で 


暗 瑞 10 月 17( 月 ) 


東京 各 | 228,000 | 238,000 四 | 263,000 
大 阪 脳 | 243,000 ロ | 253,000F | 278,000 


医 ヨ 環 4 固 5 困 4 EE 10 名 


まお コ スポ す S 還 和 H す で お = 


MLSGao 3 
3:F 和 WZR トイレ 3 


い イク) 和合 電 東 、 涼 人 
14 交 頂 玉 着 で 温水 の アパ ー ト 登別 5 つの 宙 35 の 肖 を 肖 、 
邊 昌 に 好人 前) 
午 和 :・ 有 球 山上 1 ロ ー プ ウェ イ で 史 楓 い - 山 机 和 新山 や 間 
半 な ど 大 パソ ラマ! 山東 (人 の 陸 れ 湯 ) 和 後天 
牙 和 消 
@ 重定 山 当ら 送 明 で まる や か な 直さ が 特徴 ウナ トリ ウ 
ム 放 化物) な ん ぼる 放 朱 か け 泊 し 「 色 の 湯 』 お か ら 湾 ま る お 友 
と 所 内 で も 受 し い ラド ン 泉 ) 
放っ 
色 上 (17:3019:50 着 ) 


有形 


ビル トン ー セ コピ レッ ジ ・ 誠 避 


GAEAAWO| 


scEA5AWG| 


/ 
に 


@ の ゆ 図 


近作 量 /23057/ 分 

務 度 /75.5 度 

加 氷 " 思 肖 の 有無 / 加 氷 ・ 加 一 な し 
区 所 あり 

朱 抽 ナトリウム - 和 化物 ・ 剛 水 

利 有形 明 / 肖 泉 か け 流し 

沿 / 内 過 4* 天 混 1 


肝 和 00 年 を る 預 の. 知 涼 に 
ずれ も 地内 か ら 自 (上 呈 ) し て いす: 
で 治 到 の 居 を 半 ける と 同和 に 全 狐 が 和 気 に 生ま 


に はがし 導 還 も の 誠 を 展 し て ねり 、 誠 の 訂 を 司 させ ます 。 


や 90 山 ュー の 
容 宣 を ご 則 


泉 責 ノ ナ トリ ウム - 才 化物 抽 

を や 自家 水 か け 流し の 軍民 
正和 に 薄 の 高い 成分 が 
く 人 まれ て お り 、 彼 れ た 中 人 し く し 
まう: 電 大 な 自然 に 装 ま れ た マウ ン テ ン リ 
ツー ト で 本 ぎの ひととき を 。 


10 月 27 昌 (本 ) 


東京 発 
大 際 


178.000R 
193.000R 


213,000H 
228,000 ロ 


188,000B 
203,000B 


医 ヨ 瑞 2 較 3 較 2 10 名 
HH 


TTP 


GTRTTTrY 


PE EE 
100-12.30 和 っ 


@ 生前 ( 相 大 な 時 ( チ セ ヌ フ リ 
証 : 大 湯 沼 が 和 の に どり 区 (50・ 全 0 の 
る 人 の も な が 有する 
水 末 っ: ニセ コ 東 


午 和 : 六 っ 有 球 山 t+ ロ ー プ ウェ イ で 空中 衣 +- 山 原 ・ 和 新山 や 洒 
9 ッ 5WT (人 河 交 の 陸 れ ) … 
新湊 っ 新生 っ 


HH(18:30-20:30 着 ) | 久義 (18:30-20:30 基 ) 


束 和 6AEC5ABO 
ecEcgAeol 
ぎ / 
古 よ り 人 々 を 惹き つけ て きた 山岳 倍 爺 の 聖 地 、 出 羽 三 山 を め 本 還 暫 | 
ぐる 「 生 まれ か わり の 旅 」. 地 元 歴史 ガイ ド が 3 日 間 同 行 、 結 進 由 9 月 28H ポ ) 
料理 や 山形 の 名 の 味覚 も 楽し む 大 人 の 出羽 三山 店 で 。 
東京 発 | 121,000R | 123,000 | 133,000 ロ 
大 孤 先 | 134,000R | 136,000F | 146,000P 
団 較 2 剛 3 図 2 PP 6 名 


当 朱 使用 所 / 測 定 せ ず 拓 度 /126 本 | 

池 - 肖 の 有 / 如 曲り 
表 質 ノ ナ トリ ウム - 地 人 | 

利 有名 を きも 人 導 送 、 諾 議 
一 和 か け 池 し 

油 / 内 潤 2・ 寺 天 0 上 


大 な BLI の 山間 の いで 湯 「 ま いづ る や ae 


PPTPESRTTTTTTETTHTT 
本 CH 
HO 
を sma WsS で イー ジャ 
EMHEHYUSYRTTERCT 


uewrmmu 


大 阪 開 2 園 2 図 2 


評 = 帆 形 
(日 有 W) 
は 上 の ひと つと きれ て いた リーヴ 


( 導 和 短 、 か つて 
(日 


きめ 、 笠 日 本 大 寺 場 の ー ヶ 所 に 折 えら れ た ) つ ダ : 有 過当 
中 まい づる や 
人 年 : 生 一 沢 リ フト 下 駅 上 = 葉月 
人 皇 バ スー 訂 守 内 の 院 ( 合 人 スー 


( 
っ 和 )" ク 間 朱 
の ー キ ング 2hm 午前 : 憲 
人 20 分 ) 山頂 ( 三 神 人 人 
EE 


山 = 大 四 
東 (19:30-2050) 


條 ) 人 ( 全 党 


抽 表 導 = 
人 (18:30-19:508) 


5 


束 和 6AEB5AKO 
) 天上 ]ecEB5AKo 

ぐ 約 が 取り づら い 和 人気 の 秒 湯 、 和 可 温泉 角 名 の 温泉 / 乳 本 El 

白色 の 填 天 風呂 か ら の 紅葉 狩り (例年 史 頃 10 月 中 介 ) 1 0H8B( よ ) 
紅葉 シー ズン 迎え る 下池 温 泉 14 時 半 前 後 の 到着 で / 

い に 点 企 す る 用 天風 日 湯浴み 三 昧 .( 上 年 カ 10 月 下 名 素 京 先 |113,000 四 |116,000| 123,000 

大 阪 玩 | 142,000 円 | 145,000 円 | 152,000 

987 10 月 19 昌 水 ) 
0 を 20 が 

ンク 人 東京 先 | 108,000 円 | 111,000 円 | 118,000 
沿 層 / 内 激 4 基 5 大 阪 発 | 137,000 円 | 140,000 円 | 147,000 
「 間 の 因 呈 も めぐり 」 


時 池川 泊 い に 和 に 吉 ん だ 7 つの 軍 球 が あり 、 そ れ ぞ れ に 異な る 所 
で 効 能 も 々 。5 ヶ 所 の 電 天 則 品 は 全て が 狗 妥 さ れ て 以 天 、 肖 その 
も の が 頃 で あり 湯 角 の 、 も し く は 台 か ら こん こん と 清き 出 て いま す 。 


理 朱 合 主 /280 な / 分 
提 庶 /60 朗 
0 水 - 加 罰 明り 有無 / 加 水 あ り 
折 / 全 貢 - ナ トリ ウム 

カル シ 
有形 骨 肖 か け 入 し 
浴 / 内 清野 天 2 


「 人 を 入れ る の 競 
の 池原 か ら 有 山 へ と 山 拓 を 六 ん だ 最 諾 に ある 所 天 
導 。 そ の 中 で も 最 吉 の 訂 を は つ 「 昌 の 温泉 」 に 竹山 の 全角 に 代表 

山の幸 の お 禄 事 と 、 和 温湯. 中 の 当 流 の 間 と 呈 ば れる 4 つの 連 


医 ヨ 2 圏 3 図 2 10 名 
HP 
Re 


BHT また = 
SN 


ETETEE コ 
00 更 凶 唆 


EE 元 湯 性 泊 


で 午 :++ 近 車 + 上 所 り 油谷. 儲 の 当 . 湊 人 導 
(トブ トー の 池 ま と の 人 )- 基 (りー 人 
本 

で 生 : 大 山戸 ビ ス キー 年 、 衣 ビ ゴ ンド ラ (36G 計 OH 
大 人 な 入 生 パ ノラ マ ) 1 山 原 駅 ++ 山 羽沢 ( 箇 人 の 当面) 


8 所 光大 上 3 肖 = 京 ニ 名 古 = 京 ニ 
おじ みく だ さい 。 東 (18:40ー1919 知 大阪 21 :30 ご 22 00) 
東京 |5AEB5ATO 
大 了 吉 |6cEB5ATO 
か 


加 朱 10 月 12H 水 ) 


東京 玩 |123,000 円 | 126,000 円 |138,000 


太 折 具 |152,000 円 | 155,000| 167,000R 
国 還 2 園 3 詳 2 10 名 


の 電 : ト り ウム 一作 
地代 上 
人 所 : ナ トリ ウム カル シウム ー 語 才 


温泉 情報 は P6 上 を ご 賢く だ さい 。 


36 7CZG レ ホイ レ (3 
2 


寅 太 了 (7:30-9:00 発 ) 
= 束 


(③ つ の 上 質 な 四 
な ど 17 の お 峰 記 を お し か ます 
@ 午 : 馬 っ 電 拓 人. 入 中 … 得 の 基 人 

回 央 の 聞 ( 折 り 返し )… 入 午後 


・ 和 古山 月 ス キー 場 同 器 隔 に ゴン ドラ ( 
(< 


6 


東和 | 5AEB5AXO 
大 | scEB5AXO 


ぐし ん し ん と 雪が 降り 注ぐ 時 期 に 飽 ヶ 沢 温泉 と 、 乳 白色 の 
温泉 & 二 見 証 天 を 楽し 秘 湯 松川 温 泉 に 宿 


津軽 鉄道 スト ー ブ 列 車 の 乗車 や 、 小 岩井 ・ 害 化 軽 の 一 本 
桜の 還 容 見 学 な ど 東 北 の 冬 景色 も お 楽し みく だ さい 。 
る に ご り 温 の 名 温 日 景 温泉 に も 立ち 寄り 入浴 


りか (イメ ー ジ 


提 拉 用語 /240&/ 分 
水温 産 /505 


濁 
上 / 江 ま か りき 
清 / 内 2・ 衣 天 2 

日 本 で 最初 凶 時 間 所 が 設け られ た 
ほど 温泉 に 吉 ま れ 、70 度 の 琉 化 水素 
が 民 天 購 呈 の な 濁 は 少し 標 が か っ 
た 有色 と 珍し い に ご り 温 。 交 は 、 エ メラ 
ルド を に か し 込 ん だ よう な 字 折 名 の 温 に お 禄 ぎく だ さい 。 


大 質 / 居 水性 ア ルカ リ 必 有 泉 
岩木 の 闘 に ち 、 は る か 
日本 海 を 密 せ ロケ ーション 。 県 
天 峰 生 や 、 大 き な 記 が ある 屋内 
大 浴場 か ら 沖 大 の 景色 を 


し みな が ら 、 岩 木山 か ら 溢 き 測 
る 多く の ミネ ラル を 含む 肖 朱 に 
まち 謝 きり 時 間 。 


12 月 15 昌 (本 )・1 月 23 昌 (月 ) 


束 京 償 | 128,000R | 130.000F | 142,000 ロ 

大 取 寺 | 157,000R | 159.000F | 171,000 ロ 

医 2 画 信 左 2 8 名 
FPP rr 


HAD に 1 を す る GS いま おか 
weaveree SeR く 
加 の っ 


東京 1:00-12030 玩 
大 = 和 


TRS イー ジャ 
lm 
新 大 了 (800 一 9.30 革 ) 
表 才 名古屋" 宮 和 
電信 の 本宮 [1 > 午後 - 下 


太守 立 日 上 清末 か け 泊 し ・ 肥 に 便 し い 日 の 
て) (ソス タル ジッ ク 人 是 )ー タ 和 


@ 重吉 … 生 | 
当所 


森山 を 楽に 名 か る 全 長 300m の 人 な ・ 


トー 」 


異国 の 終着 駅 に 善い た よう な 
経 の スト ー プ 列 還 

12 月 か ら 3 月 に か け て 洋行 する 
期間 限定 の 特別 車 。/ ス タル 
ジッ ク な 木 抽 の 挫 子 や 床 、 ダ ル 
マス トー プ . ス トー プ の 調 を 利 


用 し て 和 始 いて 食べ る スル メ は こ 
の 列車 の 美味 し い 楽し み 方 の 
ひと っ. 併せ て 日 本 酒 も 買え ば 、 

本 スル メ は 最高 の お つま み に 千 変 

ー 


SAEB5ALO 
|SCEB5ALO 


EE 
| 


ぐみ ちの く 日 本 秒 温 を 守る 会 の 会 員 
か ら 身 休 に 優し い 温泉 へ 。 

る 3 つの 会 員 宿 の 立ち 寄り 入浴 に ご り 温 の 名 湯 ・ 高 湯 温 
泉 に 立ち 寄り 入浴 7 秘 当 フ ァ ン 垂 洪 の 5 日 間 。 


宿 に 4 泊 / 光 い 温 】 


使用 量 / 測 定 せ ず | 
押 度 /88 一 93 度 
吉永" 加油 肖 の 有無 / 和 水 あ り 
だ TEE で CT 
利 肛 胡 / 通 泉 か け 池 し 
浴 / 内 泥 2 衣 天 5 

出井 え る の は バ 由 平 の 大 邊 人 
秦 夫 1.100、 プ チ や ダケ カ 


C の 自 ン に 潮 まれ た 人 上 近 く の | 


に も 貞 の いで 光ら し い 、 語 企 す る | 
六 に 放 和 上 下 を 共 い て 者 に な る オン ドル な ど お し みく だ さい 。 


暗 9 月 25 昌 (日) 


東京 先 | 209,000 円 | 213,000 四 229,000 四 


238,000 | 242.000 ロ | 258,000 ロ 
工 軸 4 圏 5 図 4 10 名 


ea ON 


大 上 発 


の 東京 (10:40-12:20 計 
大 胡 = 和 


: 細 デ ス | 

ドラ イブ ー 和 和 
@ 前 る 全便 、 大 正 ロマ ン の 
涯 人 有形 文化 基質 ・ 含 よう 未 - ナ トリ ウム ー 衝 化物 換 


介入 治 、 名 | 拉 」 選 人 タ 誠 : 和 川 


9 ごと 全 の 当 を 
上 本 了 温 と る 人 全日 
かけ し 信 の よう に どろ 0 と し た 知り が 人 の うな 

入 治 ) 和 後 : 提 泉 泊 


近 全 用 時 /19007%/ 分 
拓 朱 度 /48.6 度 

吉永 加減 の 有 無 ノ 如水 ・ 如 選 な し 
抽 / 破 性. 人 

交 (I、 0- ナ トリ ウム - 研 拓 人 | 
利 肛 天 / 澤 炎 か け 流し 

潤 和 内 肖 天 2 
友 1.126 和 販 手 - 補 人 田 の 3 狼 に また が る 末 山 の 中 区 に 位 加 し 、 
湯木 や 人 な 交 の - 5 


押上 全量 /100 

押 朱 度 /58 

加 氷 ・ 連 江 泊 の 有 無 / 加 加賀 ・ 
条 計 な し 

氷 損 ナトリウム ・ カ ル シ ウ ムー 
人 泉 

利用 形態 / 湖 泉 か け 季 し 

渦 半 内 5. 本 天 4 

夏 の 人 に 

る ぜいたく な 温泉 。 


中 
eaH 


一時 人 飲め ば 前 に 良く 、 入 れ ば 誠に 良い と きれ 


叶 人 有恒 /66 好 7 分 

押上 度 /48.3 度 

加 " 加 居 肖 の 有無 / の み 加水 

長 質 ノ カ ル シ ウム ・ 
ナトリウム - 虹 人物 
利用 天 か け 字 し 

池 内湯 2* 寺 天 2 

人 人 大谷 の 上 に あり 巡 大 な 用 め が 楽 し め る 、 所 和泉 で 民 一 
の 自家 誠 を っ 前 明 溢 時 代 に 二 箕 され た 和 和 を 示 し た 訂 史 も 各 
る 人 まい . 当 有り 計 か 5 こ ん こん と 済 く 間 と 、 地 元 の 計 土 理 で お 


8 


て な し 。 


@ 人 FETE 
zeYGA33 
で 年 交 : っ 大 内 エ 戸 代 の 委 場 果 に タイ ム ス リ ッ プ ) -・ 

丸 あ す な る 社 (を 守る 人 会 、 山 あい の 中 で 自然 と 湾 け 合う 

牧人 に 入 梁 > 

新曲 大 宮 

東京 (16:00-17:30 親 


の 入江 来 名 づ 


本名 二 尾 = 衣 人 
ECO) 


東京 |SAEC5ANl 
大 販売 [ecEc5ANol 


@* 


の 庵 の 和 モ ダン な 空間 で 何 も し な い 牧 沢 を 味わう 一 夜 を 。 
* 涼 守 国 は 全て の お 部 屋 か ら 日 本 友 園 を 思 乱 の 仙 沢 補間 
タイ ブ 容 室 は 「 れ 夫 天 風 品 付き 客室 」 を ご 用 意 。 


10 月 12H( 水 ) 


東京 発 | 153,000 円 | 178,000 貴 | 183,000 円 
大 阪 先 | 182,000 円 | 207,000 | 212,000 


還 2 回 3 図 2 EEZT 10 名 


RDG 和 
DP 


東大 (7.308 30) 
京都 = 名 古屋 = 束 = 山形 


 : 奏 つ な の 胡 入 治 (「 押 名 半 の 劉生 と 「 に | 
指 朱 入浴) 一 江 だ 陸 代 より 電送 の 癒 町 と し て 洲 え た 京 大 
上 地区 に 伝わる 「 寺 人 一 和 大 党 区 


り 朱 二 の 到 


人 報 は PS 上 を 3 の の 選 で 時 条 や を BUI に 和牛 さ れ に 2 
ご くだ さい の 2 で やる に 
セブ く 護 モ エコ ュー ラ ンー 大 (エメ ラル ド グ リー シ g 欠 
B 上 やり 人 全角 を ど な 
クム カ ルル クム か みやま 洛 = 大 宮 ご | か み の や ま 電 = 束 5 
017.30 て 19:00 和 | 人 者 = 新 大 了 COF10 こ 2149 和 
[eaECSAYOl 
IScEcsAYol 
人 泊め くり 
$ 最 上川 涯 流 に 向かっ て 歩く 先 に ある 秘 湯 ・ 大 平 温 泉 。 晩 秋 の 大 自 


然 パノラマ 大 提 台 と 野 想 あお ふれ る 月 間 の 名 洪 直 大 風呂 に 没 り 自 
然 と 一 体 化す る 湯浴み を 。 

$ 演 り 沼 の 名 光 ・ 両 水流 県 か け 流 し の 白光 の 光 と 秋色 の 吾妻 
連 時 の コン トラ スト を こ 埋 態 くだ さい 、 


世 10 月 24 日 (月 )・30 昌 (日 ) 


東京 先 | 130,000 円 | 132,000 | 145,000 


電 /78007 

Wo 
了 六 RM 

カル シウム 


mm 
人 


邊 抽 半 上 


大 阪 発 | 159,000 円 | 161,000 | 174,000 
四 画 2 画 3 画 2 10 名 


7 


5 


2 


1 タク ジー は 昌 湯 語り 林 年: 連 の 人 
折 (15 叶 前 人) 

生 - 計 り 本 軸 坦 タクシー 米光 (東北 居 折 の 洒 
齋 央 人 、 恨 い 隊 二 を 持つ 「 み ちの く の 党 り 河 民 史 学 ) > 小野川 
(旧約 1200 年 - 小 小 困 めか り 「 共 人 の 温和 

ド ホ テル 泊 


スカ イラ イン (外人 地温 泉 
) 人 人 湯 ( さ ば こめ (本科 れ 
の 寺 和 と 有 い 温 


古屋 各 新 = 
30 一 21:00) 


9 


東京 5AEC5AZO 
大 上 発 [ecEc5Azo 


る 登 か な 自然 下 境 に 湧く 秒 湯 の お 宿 に 2 泊 し な が ら 、 南 会 。 語 記 還 』 11 月 16 日 ( 火 )・1 2 月 8 日 ( 水 ) 
津 の 温泉 に 立ち 寄り 入浴 も 楽し む 温 泉 三昧 ゆったり 條 | 
3 日 間 。 に 


東京 発 | 118,000 | 120,000 円 | 130,000F 
大 孤 先 | 147,000 | 149,000 円 | 159,000 


医 ヨ 形 2 国 3 図 2 EEMTZ 10 名 


PP PETYPPPTPPPTPSTP 


人 重大 朱 (地区 泉 衝 の い で 喝 ) 一 人 山下 
天狗. 時 抽 の 財 な る 2 和則 タク: 


@ 人 肖 失 (が 6 双 に こり 湯 - 保 染 拉 混和 上 送 泉 ニ 
ロー カル 和光 和 (100 人 だ の 


東京 名 古屋 = 
導 大 了 (21.00ー2| 50) 


肖 使 計 /120/ 分 
一度 BB 区 

0" 加 拓 輝 の 有無 / 加 水 あ り 
記 / 単 人 泉 

利用 形態 / 項 末 か け 之 し 

潜 導 内 4 秋天 3 


551200 和 、 土 の 山間 に 池 く 和 

混 。 あ ちこ ちか ら 吹 き 上 げ る 同和 

ある 生 天 回 か ら は 安 大 半 の 中 

名 が 計 し の ます 林 抽 み の 温 用 に 浴 れ る 特色 の お 選 に 流 か の は ば 、 苦 な 

が 5 の 靖幸 を し み じ み 感じ られ ます : 自 然 の 中 の 捕 は 夜 も っ 和 、 
に る よう 。 


提 朱 人 用 明 分 
肖 度 54 度 

加水 - 加 泊 員 の 有無 
加水 な し 、 加 肖 あ り 

押 負 ノア ルカ リ 必 買 

利用 能 / 如 を 含む 穫 財 
六 内 電 2 箇 天 2 


清和 当 提 箇 り の え また 出 人 料 晴朗 け の え た 


「 大 共に 名 まれ た いや し の 論 」 
南 人 の も 内 に 位置 し 、 か つて は の 島 と 呼ば れ た 栓 の 和 に 
ゆけ むり を 上 げ る 温 。 維 ひのき の 居 最 生 に は や わら か い 提 所 の が 
当り 当 拓 を 計 め な が ら の 湖 あ み は 李 楽 その も の 名和! 赤 ち そ 
な ど 寺 人 た ち が 伝え る 入 土 の 味 、 山 人 (や まう どり 理 も 楽し み で す 。 


PESTZZTI Pa・ あ わら まんじゅう 
10 


EE 
大 孤 寺 


6AEC5A1O 
ecEc5Aio 


庄 


@ ゆ 


全国 有数 の 強酸 性 の 意 ・ 蔵 温 

自家 流 泉 100 を か け 流 

し の 奏 で 短 科 な 朱 質 と 豊 間 
量 を 存 分 に 電 。 

る 秒 沼 大 丸 あ す な ろ 社 の 自足 
双 穴 風 到 は こん こん と 洋 き 出る 
川床 を 生か し た 浴 構 。 大 き な | 
ボッ ト ホ ー ル 3 つ あ る 全国 で も 
珍し い 温泉 。 


EE1 


穫 抽 / 要 性 / 科 人 泉 / 明 ば ん 提 


氷 抽 カル シウム - 地 了 
利用 選 / 肖 泉 か け 地 し 
油 / 由 潤 2・ 村 天 6・ 他 1 


11 月 13H(H)・27BCB) 


東京 発 128,000 円 138,000 
大 阪 発 157,000 167,000 


医 較 2 圏 3 較 2 LT 8 


ARCHEAREK な Ws 


氷 京 (1:00ー12.30 多 7SRRRE 
大 寺山 | 2 名 吉 下 = 東京 = 山 彩 
を 5 

9 生前: 齋 ( 了 920 年 年 温水 ( 北 析 


間 か ら 光 と し て 正 し ま れる アル カリ 性 の ポ ) 一人 


6AENBo 
BCENgoo 


@* 


宇山 の 山 昼 に 抱か れ だ た 中宮 温泉 は 潟 治 場 の 写 還 気 を 残す 必 情 
ある 倍 ま い - 北 除 の 名 - 山 人 温泉 に 立寄り か 


送 使 呈 30i/ 分 区 765 茎 
加水 - 好 肖 の 有無 加水 ・ 加 居 な し 
邊 抽 / ナ トリ ウム 乾物: 友 才 和 
利用 展 通 泉 か け 之 し 
浴 科 内 2 生 天 :2 


峡 公 半 財前 、 基 高 700 に ある 中 
湯 は 生食 朱 で 、 計 く か ら 由 同 名 と 
し て 疹 し まれ て きま し た - 出 の 奏 ら し い 氷山 医 理 や 、 プ ナ の 放 生 の 中 
本 り 天 展 呈 で. の だ か な くつ る ぎ ( 風 情 を お 楽し みく だ さい 。 


送 朱 使用 遇 5005z/ 分 環 度 /63 相 | 
加水 ・ 加 暫 肖 の 有無 / な し 

泉 質 / 単 家 泉 

利 肛 態 / 削 か 流し 

治 / 内 電算 天 7( 還 基 ) 


天 周 操 か ら 見 上 げ 
る プル プス の 々 に 大 人 き 由 し の 芝 な ど 人 屋 は 条 200 年 下 
を 和 第 し て お り 、 音 何 か し さ が 深 う 屈 代 点 の 守れ 


堅 琴 19 月 27 日 ( 炎 )・10 月 2 日 ) 
| 


束 京 各 | 147,000 四 | 149,000H | 156,000R 
折 発 | 140,000 四 | 142.000 | 149,000R 
力 還 2 画 2 関 2 8 名 


OH コス で NH 
EECWhoonri 


県 卿 の ひと つ 、「 古 細 
叶 あ る 温泉 条 策 ) … タ 
に 


し 、 川 角 や 由華 な | 2 
人 平泉 ( 
寄り 入 治 ) 
人 と 
で 
7 お る 3 い 提 みな ど 和 に 


山名 古 屋 = 新 析 ニ 
00-2030) 


山王 名 古屋 = 京 才 ニ 
導 大 匠 (18:3019:30 基 ) 


| 


束 |6AEE5Bgo| 
大 | ecEE5Beo| 


@ ゆ 


川 線 成 も 名 に し た た め た 法師 温泉 は 懐か し い 究 画 気 
川底 か ら 湧 きだ す 湯 が 人 気 の 秒 湯 。 国 鉄 時 代 の CM で 有 
名 な 「 法 師 用 湯 」 の 風 柄 ある 温浴 み を お 楽し みく だ さい 。 

山 温泉 な ら で は の 絶景 吉 天 風呂 当 豊富 

な 濃い 破 商 泉 が た っ ぷり / お 部 屋 は 、 お 風呂 に 近い 東館 

を ご 用 意 し まし た 。 


法師 温泉 一 Ii る 太 占 の 民 の 絡 必 


今日 新 に す 法師 湯 に し て 


一 川端 康成 


法人 水流 人 源泉 が 清き 財 す 4 つの 浴 模 


放 厨 1800 メ ー ト ル の 大 邊 鈴 に 団 ま 
本 有数 の 高知 朱 。 測 午 は 
1H540 カ リッ トル に 及び 、 苗 朱 は 約 
80 度 と 高 器 内 朱 折 り の 玩 
硫 償 が こん こん と 浴 れ ます 。 退 か 
山 な み を の ぞ 和 と 消 大 の 正 
が 広がる 剛 天 財 折 や 内 汰 など 、 全 
て の 人 は 沢 な か け 流し 。 豊 な 
送 量 と 質 が 邊 怪 で す 。 


澤 朱 人 用 量 / 380 人 / 分 
提 度 / 28 一 427 刻 
加 未 : 加 所 有無 ノ | 
一 導 本 の み 加計 あり 
大 ノ カル シウム ・ 
ナトリウム - 生 、 単 糸 
利用 必 有 / 光 泉 か け 字 し 、 
紀 上 ・ 浴 
( 更 の み ) 
内 湯 3/ 可 天 ( 攻 ) 1 


時 請 11 月 23 日 ( 水 )・1 2 月 4 日 (日 ) 


東京 玩 | 123,000 円 | 129,000 | 142,000H 


152,000F | 158,000 ロ | 171.000R 
医 d 加 2 較 3 図 2 8 名 


KR たたき 和 コー ス で RB か 6AE 人 で し 
人 
EDR 


大 阪和 


人 


導 大 阪 (7:50 一 10:10 発 ) 


の 東 氷 0100-1320 移 ニ 
大 = 志 放 = 名 古屋 京 = 和志 


万 面 ハイ ウェ ーー 生後 
され る 1 
人 を 。 汗 コー ス 和 理 の 


@ あっ くら 計 10 加 ) 


(人 呈 の 当 角 け が 長 


い 計 周 を か け て 始 中 か ら 酒 いた 宮 に の 也 を 種 える 美 
年 和 (上 人 国立 原 
や 箇 天 財 


(日本 三 大 人 住居 了 理 の 内 、 演 大 朱 - 当 
環 ち 守り 入 共 

大 宮 ニ 

東京 (16:20 て 18:00 部 


区 沢 = 東京 = 名 古屋 = 京 赤 ニ 
導 大 (19:2021:OO 基 ) 


= 稼 


NN 


プリ ンス ホテ ル コー ス 


迫 注 めく の 


東京 
大 孤 売 


ISAEP5Bo| 
6CEP5Bo| 


@ ゆ 


数 ある 海 泉 と 導 天 風呂 が 楽し め る 中 房 温泉 に は 2 泊 で ゆっ くり 温泉 
* 岸 の 温泉 に も 胡 泊 し て 信州 を 満 4 日 間 ノ 


遇 治 の 
旧 国鉄 逢 ノ 井 線 


1988 和 に 所 し い 迷 が で き て 山 と 
月 計 か ら 


人 りか わし た 


は 層 き h、 半 きれ て いな い 人 が 
その きまま 衝 っ て いま す 、 昌 人 を 感じ 
な が 5 な 5 か で 委 い 
人 とき ます 


Er 
侍 氏 層 5 


た 
aa 半 
5 Wanma り 


人 
ET 


ほど の 叶 天 避 め で 
り が 藤 し め ま す 。 宮 は 流 上 の 時 


空 、 明 け 方 は 最高 の 弄 和 け を 、 山 | | 8 
の 仙 で は 滋夫 く だ さい 。 王 因 に は アル プス 連中 を 、 昭 下 
に は 広大 な 林寺 を 補 大 和 


の 


蘭 融 10 月 2HCH)・10 月 23BC 昌 ) 


東京 氷 | 158,000 | 159,000H | 165,000 
人 | 162.000 | 163.000 | 169.000B 


四 コ 固 3 画 3 陣 3 EPRZ6 そ 


FE で fB: も GE で し 
MFJ2HDA 


FEEE 
人 Gi40ー10.20 交 ー 
8 本 


の 
2 


00-10:00 人 ) 


(人 自作 と ちひろ の 信じ い 作品 っ 生後 
混和:( 大 人 1500 メ ー ト ル の 聞 の 中 に で 砂 滞 で 加 な 
療 消 や 寺 基 し 所 理 な ど 中 計 温 朱 ならでは の も 。) 


@ タイ ム ( 克 と 情 ある ( 和 の 導 」 や 、 混 の 目 人 と 林 
燈 が 楽し め る 所 の 、 高 所 に ある 「 必 の で 上 ま 抽 など 
(な どい WE お レル くだ さい 。 叶 は 可 を で 有休.) 

9 3 e 
に 

@ (本 、 り 人 


恋 普 を 古屋 ニ 京都 
和 G7361arzo) 導 大 阪 (18:20-19:20) 


か ら な 3 


EE 
大 陸 


BAEP5BZO 
ecEPSBo 


@$* 


、 呈 
高山 植物 の 宝庫 、 乗 帝 ・ 畳 平 で 大 空 の お 花畑 を 探勝 . 池 の 平 湿原 で は 
PR 相本 9』19( お ) 
東京 名 | 133000H | 135,000B ed 
大 放 発 | 143,000F | 145,000 ロ | 


8 | Zn 

誤 主 63 貫 琴 紅 / 

eo 

2 粒 EL 

HO 
内 : し 4 


医 ヨ 間 2 還 2 図 2 EXT 8 


時 コー ス です. 和則 B な 人 W ま ま で し ます 
EERTHDO2OHBO 


(2702、 人 内 
人 下 人 ス カイ テイ ンー の 湯本 和 送 を する 條 の 
和則 所 に どり ムー 


@ 科 斑 


外科 
東京 (16:60 こ 17:00) 


人 東京 = 名 古屋 
大 阪 (18:4519:45 和 ) 


$ 米 どこ ろ 新 潟 で 日 本 酒 を 堆 能 樺太 館 で は ご 夕食 時 に ご 主 
人 が お すす め の 日 本 酒 を 振舞 いま す 。 レ ア な お 洒 も 7 ? 

@ 多 く の 源泉 が 湧き 、 地 元 の 方 に 愛さ れる 共同 浴場 の 外 湯 が 
記 在 する 温泉 好き の 但 地 、 野 沢 温泉 も 散策 & 入 浴 ふ 

日 本 三 大 薬湯 の 松之山 温泉 で は 浅 緑 公 の 湯 と 越後 の 季節 を 
感じ る お 料理 、 宮 大 工 の 技 が 隙 所 に 見 られ る 建築 甘 を 。 


か 導い 和 の 当 


株 の 1 光 ・ 欧 の ※ 注 


温 朱 使用 評 分 


有形 昌 / 通 泉 か け 沈 し 
浴 凍 内 2/ 表 天 1() 
て 彼 平 に 記 る "つば め 。 小生 拓 て て 半 業 し 
と ころ か ら 、 電 泉 の 名 が つい た と いう 。 先々 代 が 、 仁 事 で 本 大 に 行っ て 
の 記憶 を 忘れ な いよ うに と 和則 の 名 を つけ 以 こ の 土 地 で 
人 恒 を 負 ん で いま す 。 


団 用 量 ノ 17i/ 分 
天天 度 /87 相 | 

加 * 加 記 の 有無 / 加 氷 ・ 加 胃 あ り 
齋 質 ナトリウム "カル シウム - 才 化物 
利用 形 了 / 給 人 江 骨 


六 内湯 3・ 講 天 0 
本隊 末 て 「 全 有形 文化 肝 」 の 奏 
論 き ぬか れ た 偽 段 や 手すり 、 部 屋 に は 法 


24F 間 スス 人 を あん た 本 な ち 、 まさに 人 の 人 晶 の 
民 ま た 当 と と も に 日 大証 湯 と 言わ れ て お り 
湯 和 の 食わ に 溢れ て いま す 。 
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11 有 15BC)・30 水 ) 


東京 移 | 136,000 円 | 137,000F | 145,000H 


大 取 先 | 165,000F | 166.000 | 174.000 ロ 
力 画 2 琶 2 図 2 8 名 


3 生え バ ス また は 和え バス または スー 
タイ きい パ 2 と し トレ を た トイ レ な 
だ トイ レ な し 


9 午前 : 克 っ 温泉 (多く の 表 委 が 記 唄 する 国内 民 措 名 、 当 人 
間 人 と っ 生 人 (巨大 工 の 披 が 誠 ら 
たる 人 は 


午前: 窒 " 和 人 株 (一 本 に 生 い 基 る 倍 第 100 年 の ブナ 寺 和 ) 南 
ちら に か いで 井上 まめ の り の 探り 
希 (寄り 入浴 ) 

如 後 ー 大 き ー 


計時 
東京 (17:30-19:00 導 ) 50 和 


人 で 和 洒 を 楽 し み ま す | 


宏和 


| 末 京 発 | 6AER5BOO | 
大 | scEn8oo | 


@$ 


Eh 


に ほん の 里 100 選 上野 古道 小 辺 路 と 周辺 の 山々 が 晃 守 で 
きる 果 舞 集落 は その 美 し さ か ら 天 空 の 郷 と 呼ば れ て いま す - 
昔ながら の 古き 良き 日 本 の 生活 が 残り 、 の どか な 暮らし に 旅 
人 が ほっ と で きる 山 模 の 地 。 小 型 車 で し か 行け な い 秘境 へ 2 
つの 名 温 と と も に 訪ね ます 。 


人 使用 時 70(5/ 分 ) 
押上 度 /91.5 度 

加 氷 * 加 注 の 有無 ノー 部 吉水 あり 
所 / 人 人 商 - ナ トリ ウム - 記 江 
FE 

利用 明 / 洪 か け 流し 人 


浴 / 内 過 3/ 還 天 1 
日本 昌吉 の と 言わ れる 歴史 ある 肖 

泉 、 多 く の 文 人 や 条 家 に も 選 さ れ 

普 な が 5 の 司 か し い 日本 情報 が 感じ ら 

れる 林 和 和 の 翌 宿 です: 更衣 

は 造 が か も し 

す 氷 よ り 江 り 業 で は 還 泉 で 全 を 式 で る の 
は 格 に 拉 江 味わい で 


5 一朗 で 、「 朱 時 


提 軸 ナトリウム 炭 
奈良 県 の 南 に 位 軒 し 、 四 方 を 山 
で 則 ま れ た 十 導 水晶 本 で 
初め て 吉 抽 池宮 言 を 行っ 
た 名 混 で を 0 えな いあ り の ま 
ま の 東 を うた せ 間 所 で 
の ん びり と . ま た 叩 り が 梨 けら 
れる まで 、 守 民 の 足 と し て 利用 さ 


て いた 人 カロ ー プ ウェ ー「 有 カ年 > っ 
9 し * 只 5 


六 ! の 人 も 楽し み で 3 


11 月 2BC)・11( 金 ) 


| 

東京 名 | 148,000F | 149,000F | 167,000H 
大 上 発 | 128,000F | 129,000F | 147,000R 
医 d 剛 2 較 3 賠 2 8 名 


コー ーー inezfmg し 4 


5 ス 19 その 人 
基 大 阪 (10:0012:20 人 ) 
本 一 記 5 連 
記 大 折 = 紀 人 辺 = | 2 
・ 和 人 江 の 購 (中 め の 到 昔ながら の 風情 か 


生前 論 (0 
E 導 へ ) 


1 
や の 幸 を いた だ で 、 


TE 


(めか り の 店 導 基 な ど ) 
[よっ て 列 出 され た 伝 科 で 最も 記 い 涯 
(スリ ル 、 下 に 流れ る 二川 の 清 ) 


あづまや 当月 


二条 


テル 和男 


東 | 6AEP5B 
大 孤 寺 | ecEP5Ben 


@* 


$ 林 の 温もり が あたたか く 、 伴 州 食 材 の 美食 も 愉し め る 人 気 の 観 
列車 「 う ぐも ん 」 に 豆 呈 し て 冬 の 倍 州 へ 。 
温泉 へ は 寄 上 中 で / この 時 期 な ら で は の 銀 世界 や 星 補 を 


お 楽し みく だ さい . 測 量 登 宮 な 上 林 温 泉 で の 真 ぎ と 、 料 理 民 
自 恨 の 信州 会 席 も 電 能 ふ 


ン ミ パ 


ちく も た 還 で 和 を 店 の ラン 


の 当山 と ろく も 


滞 用 量 /60/ 分 

温度 /36 度 

加水" 時 泊 の 有無 / 加 居 あ り 

用 抽 / 仙 - カ ル シ ウ ム 

ナトリウム ・ 研 (大 人) 

用 形 態 / 基 家 か け 流し ・ 
松江 過 

浴 恒 内 湯 4 秋天 2 

海 2000 メ ー ト ル の 一 生 。 涼 自然 人 本 の 中 に 位置 し. 

の 混 や 浅 字 の 仙山 に も 人 雪上 に 到 っ て 訪ね る 人 は 、 ま さ に 

務 湯 ムー ド が 滞 格 の 前 に 水上 の 2 つ の 海 が あり 交互 に 入浴 

で きる 内 岳 四 や 、 宮 上 の 攻 天 恒 中 の 大 下 衝 と 穫 る よう な 雄々 に 空 へ 

の 短 さ を 実感 で きる な 山 の いで 洒 で すれ 


提 抽 / 単 朱 、 
ナトリウム カルシウム ー 
化物 ・ 研 所 泉 


温和 唐 に 企み 、 北 人 
下 拓 を 時 打 と 多く の 文人 昌和 に 妥 
され た 間 朱 計上 大 、 和 分 720 
リッ トル 、1H1.036 ト ン と いう 季 的 な 
間 還 を 共 り 、 押 天 攻 や 大 注 電 な どす ペ 
て が 頃 朱 か け 清 し で す 、 生 まれ た て の フ 
レッ シュ な 濾 泉 と 北 人 油 の 包 を 生か し た 
PTPYTETTE 財 
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革 還 1 月 26 日 ( 木 )・2 月 16 日 (本 ) 


東京 葬 | 155,000F | 158,000F | 178,000R 
大 阪 発 | 166,000 円 | 169,000 | 189,000H 


_ 回 』 圏 2 較 3 図 2 8 名 
3 えた Ra し 


FT ン 802 の C2- ト イレ 人 0 


皆 計 SS ページ で 


@ (11:00 て 13:20 発 ) 
天守 


上 宣 生 り 抱 年 


(本 癌 2000 メ ー ト ル の 大 自 釣 


な 5 で は の 日 押 の 世 と 温和 を ゆっ くり 活 ) 
重 大 上 中 来 り 換 えっ 可 沢 E 
川 の 人 大 な イタ リア ン ラ ンチ ー 長 
)( 和 の 大 人 みっ 和 人 


者 の 中 の 天天 
タ 食 を お 業 し 


避 
17:0018:30 着 ) | 新 大 阪 19:0O-20:30 基 ) 


| 名 古屋 = 計 = 


EPRTYI 


東和 
EE 


SAEL5B0O 
SGELsaoo 


$「 滞 流 レ スト ラン 」 兵 良川 狼 光 列 車 「 な が ら 」 に 系 車 自然 
豊か な 風景 と 科 濃 イタ リア ン フ ンチ を 楽し み ま す 。 

1300 年 の 歴史 を 誇る 衝 物 計 、 引 的 な 反攻 飼い 見 物 も 泉 
し あみ 、 ふ じ や で は 賢 沢 な 水 か け 流し の 湯 を 減 。 


詩 庄 和み 
yk* 流 局 の 有 拓 / 

加水 - 加 党 な し 
トウ ウム 人 


ん の 温泉 100 束 』 に も 亡 ぼ れ て 


いま し 

疫 民 品 や 「 滞 (ジャ 

| 内 に な どく 
補 し ゆま す 、 タ 食 は 陣 た 提 | | り の 碧 年 の 古 挟 表 を 移入 し た 古 


の 守 、 疾 満 の 朱 府 理 で と 
人 を 元気 に し ます 


釣 が 回生 ある 誰か な た た ず ま い の 
帝人 か ら 六 く 記 基質 の 


9 月 2 1( 水 ) 


東京 | 159,000R | 163,000H | 189,000 
太 匠 先 | 149,000 ロ | 153.000R | 179,000R 
皿 2 固 2 図 2 EMHN 8 そ 


ES 


で 生前 : っ 邊 田 世 
箇 汐 加山 と 清め な が 5 
AU 天 陣 


(に っ て まる 


拓 和 陣 ) … 
人 2 か ET 3 


半 益山 ホワ イト ロー ドー 
1300 年 山 の 作 に 則り 入浴 ) "% 


(EE3 


金沢 = 大 全 注 大 阪 一 

時 が 放 の 大 れ を 揮 し て くれ ます 東 18:10 一 19.30 語 ) 内 (18:30 一 19:30 導 ) 
EEEl 
2 居 | ecEJsBoo 


@ ゅ 


[ 還 し た 際 の 出来 事 が モデ 
っ た 「 伊豆 の 放 子 」 の 宿 と し て も 有名 - 仙 当初 か ら の 柏 風 呂 
は 名 だ た る 文人 に も 時 され た 風情 ある 混 。 
翌日 は 多 く の 若 名 人 が 足 を 運ん だ 箱根 七 温 培 温泉 福住 」 に 
3. 失 の 旨 を くり 放 い た 大 丸 風 や 和 E、 和 の 導 山 の も お ※ し 
だ さい ょ 


本 は 人 庶 が ご 


5 わら Eggzsirt 


曲 使用 計 /305/ 分 導 質 ノア ルカ リ 性 単 泉 
1890 生 人 天才 光生 世 紀 
を 季 え る 京 の あ 遂 り で 、 人 
計 な 人 物 と し て 天 和 全体 が 国 の 
登 有 文化 に 指 志 名 科大 
過 中 に 反 肖 の アル カリ 入間 
等 が ある れ ます 


昌 拓 カル シウム ナトリウム ー 
4 
利 有 同 / 電 泉 か けし 


浴 必 内湯 2・ 中 天 1 


pri 
想 年 | 10 有 4H(X)-25H(X) 党 


東京 先 | 148000R | 149,000 | 168,000 ロ 
大 折 先 | 158,000 | 159,000R | 178,000H 
力 還 2 天 3 関 2 7 名 


ライ: BR( ス な し トイ し 人 BIG2 ト イ 


符 へ ( ち 放 る 環 三宮 二 の 夫 
( 入 根 十 湯 の ひと つ 、 戸 ノ 消 を 


人 吉 才 ー 
導 天 (18:50-20:00 攻 ) 


HI 


東京 発 | SAEV5BOO 
大 売 | SCEV5BCO 


し 


@* 


奥 出雲 に ひっ そり 位 む 海 潮 温泉 、 部 び た 温 泉 情 款 の 岩井 
温泉 、 文 人 黒 客 に も 愛さ れ た 城崎 温泉 山際 の 風 柄 あ る 名 
潟 を 結び ます 。 の ど ぐ ろ や 出雲 牛 、 但 馬 邊 な ど 日 本 海 の 幸 
や 名 地 SE 


骨 朱 用量 /200f/ 分 

押 度 /45.9 度 

吉 氷 ・ 各 洛 / 加 人 あ り 

庶 損 / ナ トリ ウム - 和 化物 
利用 和紀 
浴 / 内 央 2/ 量 天 2 
出土 号 に も 記さ な た 歴史 ある 軍 
記 . 海 混 と いう 名 前 は 抽 人 兵 な の で 
つい た 名 と 言 お ね 、 間 な 漏 は 月 り 
も な め ら か 大 き な 施 石 を ちこ ち に 湖 
いた 寺下 に つか ねば 、 の どか な 央 の 則 に 上 


合用 /100%/ 分 
押 度 /47.6 度 

加 氷 * 吉 央 如水 - 加 選 な し 

誠 負 / カ ル シ ウ ム ナ トリ ウム - 太 | 
利用 / 泊 泉 か け 流し 

油 / 内 沿 3 斉 天 (1 


隊 湯 は 1300 年 前 と いわ れ 、 山 了 拓 
遇 の 肖 と し て 知ら れる 半 才 泉 ここ 

に は 当 朱 の 交 能 を 高め る た ら に 、 叶 
委 湯 に つか り 、 捕 で 台 に 混 を か ぶる 「 湯 か む 
が 伝え 5 れ で いま すれ 


」 と いう 珍し い 入浴 方法 


朱 質 放水 、 ナ トリ ウム 、 カ ル シ ウ ム 人 化物 
に ま れ た 太り 大 財 の 中 に 


バス の 本 つ の お 回 呈 が あり 
な で の 局 か の 上 や 人 を 


9 月 27H( 火 ) 


東京 穫 | 194.000R | 199,000R | 219,000R 
反 著 | 182.000 | 187,000R | 207,000H 


FE 画 3 天 3 図 3 PTg 8 る 


Wa 


(ia% し ドイ し 4 BmRW を CX トイ し 401A1aF ら ャ 2 


FNCR4FR た RS 電 を た は 人 


ET 


新 大 匠 (10:3012:Q0 発 ) 
新神戸 = 問 山 = 


30 発 ) 品川 
導 を 古 屋 = 内 


る 時 和 且 を 記し 
で 和合 た た ち (時 た た らち 計 
(計り 入谷 ) 下 ク 和 : 
き で 前 挑み る 応元 か ら ポ コ ボコ 酒 き 
CEDRW ( 電 大 な 左 の 一糸 生 し 


た 梨 の 脂 靖 と 太 誤 、 同 の 追う 七 つ の 外 間 な ど 、「 ま ち 全 体 が 一 
つら 大 き な 宿 1300 年 大 坪 あ る 志和 昌和 や 人 湊 な ど 和 
ま 和 (の 央 の を 


(本 海 に 画 し た 久世 治 の 町 、 久 No 
に 和 り 入浴 ) 


名 古屋 新人 
30~21.00 箇 ) 


中 = 京 (17:00 ご 18:00) 


本 ホ テル 反 有 放 月 下 の 和 


品行 人員 : 各 コー ス を ご 覧 くだ さい 。 ( 晴 代行 人 員 と は 、 コ ー 
スズ を 健 行 す る た め に 必要 な 人 数 の こと で す 。 こ の 人 贅 に 活 た な いた 
め に 込み の コー ス の 旅行 が 和 行 され な い 場 合 が あり ます 。 こ 
の 場合 誠 行 日 前 日 か ら 忠 邊 し て さか の ぼっ て 3 日 日 に あ た 


さ な く な っ 
才 全 呈 が 自生 多 に 皮下 い と な り 、 所定 の 到 人 が 
務め 了承 くだ 

る 行人 和 日 、 ど 利用 仙 、 昌 和倉 柏 より 異な り ます 。 


る ご 旅行 に 、 お 補導 で 人 用 され な か っ た 切 待 や クー ポン 衝 
の ら 反 戻 し は 一切 で きま せん の で 、 務 ご 了 基 く だ さい 。 

@ 生 因 の 及 多 バス 、 つ 一生 ご 和え の 人 人 
クシ ー ま た は 剖 。 

9 に 記 表 の 出発 ・ 和 時間 お よび 所 衣 全 は あく まで 上 補 です 
前 偽 な ど に より 殿 な る 場合 ちあ り ます 。 バ ス 列 50 一 120 
分 上 失 に 1 回 人 間取り し ます 。 

バン フレ ッ ト に 光 抽 の ある ガイ ド "中 ・ 法 才 な どの 和 内 人 が 
更 と な る 場合 が あり ます 

人 人 は 人 の 中 に 人 まれ て いる 食事 を 表示 し て いま チー 

に 記載 の 1 日 上 山神 ま で た び 、 日 地 の 角 
職人 人 仙 は お 客 朱 負 型 と な り ます 。 

和装 了 表示 り 目安 は 下記 の 通り で す 

彰 生前 還 誠 夕刻 因 深夜 
od59 efon 08H5O 12:00 16:GO 1BHGO 23100 0 が OO 

上 記 の 間 表示 は 、 守 バス 等 和香 人 人 区 し た 上 

です 。 の 着 時 和 和 人 叶 記 と は 遇 な る 電 合 が あり ます 。 


きこ ど も 誠人 多用 徐 に つい て こども 旅行 代金 は 小学生 (※ 
行間 当 日 基 準 ) の 方 拍子 と な り ます 。 質 空 利 用 を 合わ 商品 
内 着 JR ノ 有人 む ) の み 6 克 11 (全日 革 準 ) は 、 
こども 代 充 を 剖 用 し ます 。※ 示 部 の 合 昌 が 列車 指定 店 を 合 
する 導 合 、 別 諸 こ ども 連語 が 必要 と な り ま すず 。 また 去就 の 
多 旧 で 南 役 で の 劉 が 必 本 な 昌 合 など は 、 こ ども 旅 行 代金 

利用 いた だ く こ と も で きま す 。 時 し く は 石 還 い 人 


温泉 (名 泉 含む お) に つい て 
人 が 半 に 人 当 いた だ ける よう に 切な 理 ・ の と な る よ 


3】 
て に au いた だ ける よう に 、 刺 を し て いる 尼 光 も 
あり ます 。 


交通 手段 に つい て 

る バス 了 内 は 半 二 です 。 中 は 必ず シー ト ベ ルト を 交 用 し て くだ さい 。 
和 用 バス 会 社 に つい て は 各 コー スペ ー ジ を 

コー ス の 利用 バス 会 社 は 店 隊 発 

ス 、 ケイ エム 失 光 の いずれ か [ 還 】 還 了 衣 光 バ ス 、 人 奈良 交 之 

、 ヤサカ 光 パス 、 素 観光 バス 、 入 地 光 バス 、 英和 
店 、 只 西 光 遂 の いずれ 

H 日本 バ ス 協和 各 社 と な り ま す 。 

空 利用 の 地 合 、 近作 は 個人 笑 放 3 作 、 又 は 色 拓 放 
行 連 賀 と な り 、 ご 利用 上 の 全 限 が あり ます 。 会 社 は 、 
JAL 又 は ANA 又 は SF 又は SNA の いずれ むか と な り ます 。 

JR 利用 の 場合 、 革 信人 計 和 有 特 有賀 ・ 和 信和 を 肖 し て い 
る た め 、 こ 利用 に 際 し て 一 委 仙 が あり ます 。 

※2020 和 5 月 中 分 か ら 、 東 山本 ・ 九 内 和 に 3 巡 の 人 
が 160cm を 引 え る 答 (以下 、「 特 大 物 」) を 吾 内 に 失 和 場合 は 、 


申込 み の ご 案内 
画 こ の バン フレ ッ ト に 記載 の ブラ ン は 全て 添乗 員 同 行 プラ ン で す 。 


大 向 特 スペ ー ス つき 産 席 の 予約 が 必要 ( 押 


音 物 は お 持込み で きま せん ・ に 特 大 物 を お 持込み さ 
た 沼宮内 で 手 料 (1.000 由 税込 を お 支払 いい た だ く 必 要 が 
あり ます の で 、 な る べく 褒 物 は 小分け に し て いた 
ます 。 符 大 人 移り 志 
申し 出 く だ さい ご 林 明 な 点 は 、 到 売 作 内 に 
くだ さい 。 祝 当 の 持 込 み に 関す る 話 引 は 、 JR 広海 
jFCeniraleojp/) JR 本 日 (hips//wewwjrodekakener) JR 
2 hbs7/wwwwuikyushuco」jp/) の HP を ご 貰 くだ さい 
で ダイ ヤ 改 正 に より 、 便 名 列車 名 ・ 多 番号 先着 時 半 ・ 本 贅 な ど 
が 朗 更 と な る 場合 が あり ます 。 


9 方 設 の 客室 に お いて 、 基本 的 に バス トイ し 設 代 の ご 用 意 が あ 
る 場合 は 、 特 に 識 義 し て お り ま せん 。 例外 と し て ご 用 京 が で き な い 
培 の み 詳細 を 各 コ ー ス ペー ジ に 明 記し て いま す 。 

お 部 下 は 、 親 ・ 史 、 和 主 ・ 洋 裕 な ど 部 尽 タ イブ 、 脂 必 、 放 の 
指定 な どの ご 苦 記 は お 受け で きま せん 。 

同等 クラ ス の 輸 泊 先 は お 選び いた だ けり ませ ん 。 な お 、 同 等 クラ ス の 
提 赴 和 準 は 当社 に り ま す 。 

余人 同 は 、 原 史 」R 谷 和 利 用 コー ズ は 出発 時 開 の 20 一 30 分 前 、 
人 利用 コー ス は 40 一 60 分 剖 、 バ ス 利用 コー ス は 入出 発 時間 を 
導電 し て いま す 。 (一 部 コ ー ス を 仙 く ) 


その 他 ご 注意 事項 

大 損 ・・ 骨組 の 語 に つい て 等 に 記 吉 の な い 陣 り 背 
上 内 、 列 整 は 遂 定席 、 和 租 は 2 守 又 は 自由 席 と な り ま す 。 
黄 人 ・ 半 、 訟 ・ 遂 叶 人 の ご 入 事前 に お 合い で きま せん 、 ま た 、 
グルー プ 、 カ ッ プ ル の 方 で も 庫 褒 が 府 れ る 場合 が あり ます 。 

コー ス 内 容 の 倒 東 に つい て 的 空 移 ス ケ ジ ュー ル ( 旬 導 の ダ 
イヤ 改正 ) な どの 侯 更 で 各 コー ス 証 の 出 多 ・ 着 時 間組 を は ずれ る 
場合 が あり ます 。 ま た 、 池 ・ 天 村 状 況 ・ そ の 他 の 事情 に より 現地 
出発 ・ 省 肝 了 、 携 光 所 、 行程 の 店 、 信 時間 な ど が 交 と な 
る 場合 が あり ます 。※※ 利 用 人 は 往復 逆 と も 太田 合 と な る 坦 


で す 。 た だ 


合 も あり ます - 
理 写 真 に つい て 生 巡 ・ 仕 入 な どの 部 合 に より 料理 肉 ・ 加 が 
葉 更 と な る 夫 合 が あり ます 。 


導き 夫 ・ 多 呈 の 決定 人 は 措 日 、 又 は の 10 昌 前 張 ま で に お 知 
ら せ し ます 、( 最 下 表 で 義 落 し て くだ さい ) 
幸便 子 の ご 利用 、 渦 体 肪 の 同行 に つい て は 、 大 店 込 了 に 
哲人 内 に お 店 出 く だ さ 
@ 各 ペー ジ に 揚 載 され て いる 應 当 缶 や 入場 放 設 の 人 地 は 、 営 時間 、 
信 還 所 ・ 幅 容 ・ 時 間 、 入 浴 志 ・ 時間 な ど が 予告 な く 変更 と な っ 
た り 、 サ ービス の 提供 が 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 ま た 、 指定 さ 
れ た 絢 車 ・ 便 の 運 公 な ど に より 、 列車 ・ 使 の 変更 や 生玉 の 間 が 行 
お れる 場合 が あり ます 、 

な い 場 人 


聞 幸 の イベ ント は 特に 記 幸 の な い 限り 2022 年 4 月 下 の 巴 定 で す 。 
押 ・ 花 火 な どの イベ ント が 中 上 下山 と な る 場合 、 ま た 、 交 能 さ れ 
を など 更に て 人 工作 の が 届き れる 滞 が あり ま 


Dr を お すす めし ます 。 取 直 係員 に お 阿 合 わせ 
9 次 は イメ ー ジ で す 。 花 ・ 飲 料 な どの 装 牧 は 付き ませ ん 。 予 め ご 了 


涼 く だ さい 。 


(名 古屋 か ら 半 先 間 ツ アー に ご 基 加 、 新 利用 の 二 


・ 定 屋 よ り 桂 (方面) に 行く 和合 
下 が 本 宇 し て いる 旬 に 名 古 居 か ら 途中 
の K 人 か 55000PHBl 


・ 宮 古屋 より 東 (東京) に 行く 和合 
・ 名 古屋 東京 回 の 白線 追手 本 
DTD 


"wca まい の か へ 名 古屋 か ら も ご 出発 いた だ け ます ! 


(名 古屋 か ら 大 阪 先 着 ツ アー に ご 参加 、 新 幹線 利用 の 場合 


・ 大 阪 より 本 (方面) に 行く 場合 

・ 古屋 新 大 阪 聞 の 原作 が 手取 

KS に 13000RM( 人 和室 で 
と の 人 玩 と な り ま す 。 

・ 才 古屋 より 東 (東宮) に 行く 和合 

- 大阪 が 洒 還 し て いる 列車 に 名 古屋 か ら 人 中 人 流 

大 NO 人 KK 例 か 630OOP お (の 


人 人 導 に つき まし て 時 の お 所 な 因り ます 。 所 に ご 和 さい (コース に より 、 外せ 方法 は 遇 な り ます 


ツア ー の 現地 人 流離 団 も 可能 で す ! 
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国内 旅行 の 
最新 情報 を 
つぶやき 中 ! 


秘 湯 の 旅 の お 問合せ ・ お 申込 み は こち ら ! 
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JTB ガ イア レッ ク 旅 行 キ ャ ン セ ル 保 険 


旅行 予約 後 の も し も に 備え て キャ ン セ ル 料 が 最大 100% 戻 っ て くる nwsusxvcr rgo 


こん な 理由 で 放 行 を キャ ン セル し た こと は お り ませ ん か ? EE 
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Tp カイ テレ ッ ク m 有 お キャ ン セ ル 人 が あれ ば 、 
最大 で キャ ン セ ル 料 の 全 提 が 戻っ て きま す 。 に arecea、] 
0.009 人 23200 人 
100800080 休 際 2 


お 申し 込み の 方 へ の ご 案内 (お 申し 込み いた だ く 前 に 、 こ の 貢 と 各 コ ー ス 毎 の ご 案内 と ご 注意 を 必ず お 読み くだ さい 、) 


し みのり 妥 に は 人 を お 所 り いた だ き 、 に 内宮 を ご 直し A み くだ さい 


行田 ・ 容 
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